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直
営
診
療
所

開
設
五
周
年
を
迎
え
て

昭
和
二
十
九
年
六
月
診
療
所
を
一
何
故
で
し
よ
う
か
、
そ
れ
は
診

開
設
し
五
年
を
迎
え
村
民
各
位
　
療
所
の
利
用
が
少
な
い
た
め
で

の
御
協
力
を
感
謝
申
上
げ
ま
す
…
す
。
今
一
層
診
療
所
を
利
用
す

現
在
診
療
所
の
職
員
は
事
認
ぢ
こ
と
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

員
二
医
師
二
看
護
婦
五
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
思
い
ま
す
。

の
職
員
二
名
計
十
一
名
で
あ
り
．
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
を

ま
す
が
三
十
四
年
度
予
算
は
六
・
対
象
に
調
べ
て
み
ま
す
と
一
年

九
二
万
円
で
あ
り
牧
戸
に
お
い
㎜
の
間
に
一
人
が
一
日
半
位
病
気

て
は
、
診
療
収
入
が
主
体
と
な
…
や
ケ
ガ
を
す
る
計
算
に
な
り
ま

っ
て
お
り
ま
し
て
一
般
会
計
、
」
す
。

そ
の
他
か
ら
一
〇
〇
万
円
程
度
一
被
保
険
の
国
民
保
険
者
で
あ
る
．

繰
入
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
一
患
者
数
は
一
年
一
万
四
千
人
で

そ
の
運
営
の
強
化
に
苦
慮
し
て
一
す
が
、
そ
の
三
五
％
四
千
九
百

い
る
現
況
で
あ
り
ま
す
。
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九
千
人
は
他
の
医
療
機
関
を
利

用
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す

勿
論
こ
の
六
五
％
の
中
に
は
眼

科
歯
科
産
婦
人
科
等
の
専
門
伝

統
患
者
も
あ
り
、
地
城
的
に
村

内
開
業
の
医
師
の
利
用
も
な
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
尚
又
出
羽

区
の
全
般
的
診
療
所
利
用
は
不

可
能
の
現
状
に
は
あ
り
ま
す
が

各
医
療
担
当
者
（
医
者
）
か
ら

の
請
求
書
を
見
ま
す
と
診
療
所

で
充
分
処
置
で
き
る
病
気
を
わ

ざ
一
村
外
の
遠
い
医
療
機
関

…
人
が
診
療
所
を
利
用
し
六
五
％
…
迄
運
ん
で
い
る
面
も
多
く
見
受

，
幽
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　両

開藩臣周年を迎えたわたしたちの直営診療所
↑

け
ら
れ
ま
す
。

病
気
は
必
ず
当
初
に
診
療
所
の

医
師
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
度

い
。

診
療
所
は
村
民
の
施
設
で
あ
り

村
民
の
健
康
を
守
る
相
談
室
で

も
あ
り
ま
す
。

病
気
の
治
療
は
も
と
よ
り
病
気

に
か
～
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
話
相
手
に
も
な
り
ま
す
、

ど
し
一
二
利
用
下
さ
い
。

こ
、
に
診
療
所
開
設
五
周
年
を

迎
え
社
会
保
障
制
度
の
主
軸
を

な
す
国
民
建
康
保
険
の
仕
事
、

特
に
診
療
所
の
運
営
強
化
に
つ

き
村
民
各
位
の
更
に
一
層
の
御

協
力
を
御
願
い
す
る
次
第
で

す
。

東郷村公民館・村婦蚕

纏
度

三
年

村青協の努力

43和昭

東
郷
村
公
民
鋸

　
一
、
公
民
館
運
営
活
動
の
強
化

　
と
施
設
、
設
備
の
充
実
を
図

　
る

　
一
、
運
営
組
織
の
強
化
と
末

　
　
端
へ
の
浸
透

　
2
、
調
査
と
広
報
活
動
「
実

　
　
態
調
査
、
公
民
館
報
発

　
　
行
、
有
線
放
送
の
利
用
」

　
3
、
図
書
、
そ
の
他
教
具
の

　
　
完
備

二
、
民
主
団
体
の
育
成
強
化

　
1
、
婦
人
、
青
年
、
P
T
A

　
　
そ
の
他
団
体
の
育
成
と
活

7
応
誰
腱
警
の
畿

疑
r
レ
，

三
、
産
業
振
興
に
努
め
、
農
村

　
　
経
済
の
確
立
を
図
る

　
一
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
育
成

　
　
強
化

　
2
、
研
究
交
換
会
の
実
施

　
3
、
研
究
指
定

四
、
新
生
活
運
動
の
推
進

　
1
、
貯
蓄
の
増
強
「
税
の
完

　
　
納
運
動
」

　
2
、
諸
行
事
の
簡
素
化

　
3
、
農
休
日
、
整
理
、
研
修

　
　
日
の
普
及
徹
底

　
4
、
環
境
衛
生
の
徹
底

五
、
社
会
体
育
の
振
興

　
1
、
社
会
体
育
組
織
の
強
化

　
2
、
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ

　
　
ン
の
生
活
化

　
東
郷
村
婦
人
連
絡

　
協
議
会

◇
方
　
針
◇

一
、
家
庭
教
育
の
責
任
者
と
し

　
て
の
婦
人
の
向
上

二
、
家
庭
経
済
の
担
当
者
と
し

　
て
の
自
覚

三
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ

　
く
る
た
め
の
団
体
活
動

◇
努
力
点
◇

1
教
養
部

　
ω
グ
ル
ー
プ
の
育
成
と
活
動

　
　
促
進
（
定
例
会
の
完
全
実

　
　
施
と
共
同
学
習
）

㈲
子
供
ク
ラ
ブ
の
育
成
強
化

　
　
（
未
組
織
へ
の
普
及
徹

　
　
底
）

　
㈲
婦
人
学
級
の
徹
底
（
部
落

　
　
学
級
の
普
及
徹
底
）

2
生
産
部

　
ω
副
業
の
奨
励
（
豚
の
増
殖

　
　
飼
料
作
物
の
研
究
）

　
②
自
給
肥
料
の
増
産

　
㈹
家
庭
菜
園
と
花
卉
の
研
究

3
厚
生
部

　
ω
家
族
計
画
の
推
進

　
ω
環
境
衛
生
の
普
及
徹
底

　
㈹
青
少
年
の
補
導
育
成

　
ω
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
の
生
活
化

4
生
活
部

　
ω
新
生
活
運
動
の
推
進
（
時

　
　
間
の
励
行
、
貯
蓄
の
増
強

　
　
諸
行
事
の
簡
素
化
、
新
正

　
　
月
の
一
本
化
）

　
ω
家
計
簿
の
完
全
記
帳

　
樹
納
税
意
欲
の
昂
揚

　
ω
農
休
日
の
普
及
徹
底

　
東
郷
村
青
年
連
絡

　
協
議
会

◇
運
動
目
標
◇

一
、
青
年
の
生
活
を
よ
く
し
ょ

　
，
「
ノ一

、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ

　
く
ろ
う

一
、
青
年
教
育
を
青
年
の
手
で

　
育
て
よ
う

一
、
民
主
々
義
と
平
和
を
守
ろ

　
，
n
ノ◇

実
施
す
べ
き
努
力
目
標
◇

1
文
化
部

ω
単
位
団
体
活
動
の
充
実

　
　
①
各
種
学
習
活
動
の
展
開

　
　
②
貯
蓄
運
動
の
推
進
．

2
産
業
部

　
ω
調
査
学
習
に
よ
る
研
究
課

　
　
題
の
発
見
と
研
究
推
進

②
共
同
学
習
の
管
理
と
運
営

3
体
育
部

　
ω
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
生

　
　
活
化

　
㈲
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
㈹
キ
ャ
ン
プ
に
よ
る
精
神
訓

　
　
練

「

草

も花

牧

、
水

居
て
み
る
や
な
ら
び
て
咲
け
る
草
花
の
色
香
と
り
ど
り
に
飽
く
花
ぞ

な
き

朝
夕
に
咲
き
つ
ぐ
園
の
草
花
を
朝
見
ゆ
ふ
べ
見
こ
こ
ろ
飽
か
な
く

い
ま
嗣
ぐ
は
色
香
深
か
る
草
花
の
い
の
ち
み
じ
か
き
夏
草
の
花

泡
雪
の
ま
し
ろ
く
咲
き
で
茎
に
つ
く
鳳
仙
花
の
は
な
の
葉
ご
も
り
ぞ

L
凸
き

4
顯
女
駕
し
て
の
警
「
驚
麟
の
開
設

％
…
公
民
館
並
に
全
般

青
　
　
　
　
　
協

婦
　
　
　
　
　
協

1
公
明
選
挙
運
動
映
写
二
一
　
　
　
　
－
　
1
　
　
一
　
　
　
　
一

1
夜
学
会
開
講

1
婦
人
週
間
2
婦
人
学
級
開
講

　
四
1
　
一
　
五

赫
鵠
日
繍
難
の
）
2
目
指
講
会
3
料
理
講
習
会

六

－
季
節
保
育
所
開
設

1
実
習
地
植
付
2
研
究
課
題
提
出

1
保
存
食
の
研
究
2
季
節
保
育
所
開
設

七
1
役
職
員
研
修
会
　
　
　
　
…
1
機
関
誌
発
行
2
成
人
講
座
　
　
　
　
　
一
3
霊
長
会
4
庭
球
大
会
5
村
政
懇
談
会

”
2
登
山
3
排
球
、
卓
球
大
会
㎜
4
料
理
研
究
会
．
…
　
　
　
　
　
層

1
郡
指
講
会
2
料
理
講
習
会
3
村
指
講
会
4
機
関
誌
発
行

八

－
先
進
地
枳
察
2
運
営
審
議
委
員
会
3
指
定
公
民
館
訪
問
4
村
政
懇
談
会
5
陸
上
競
技
講
習
会
6
青
年
学
級
講
帥
研
修
会

一
1
研
究
集
会
一
2
学
習
活
動
状
況
発
表
会
3
野
球
大
会

1
盆
行
事
2
プ
ロ
ツ
ク
会
議
3
衛
生
講
座

1
体
育
大
会
2
弁
論
大
会
3
合
宿
訓
練
4
バ
ザ
ー

1
婦
人
総
会
2
老
人
の
日
3
彼
岸

十

1
公
民
館
艮
会
2
指
定
訪
問
3
村
政
懇
談
会

1
中
間
発
表
2
堆
肥
検
査
3
県
、
郡
体
育
大
会
4
女
子
活
動
研
究
発
表
会

1
季
節
保
育
所
開
設
2
家
庭
菜
園
審
査
3
郡
婦
発
表
会

十
一
　
響

1
成
人
講
座
2
村
政
懇
談
会
3
運
営
審
議
委
員
会
4
民
主
団
体
合
同
会
5
村
民
体
育
大
会
6
部
落
文
化
祭

1
機
関
誌
発
行
2
実
習
地
取
入
れ

十
二

　
　
　
ユ
文
化
祭
　
　
　
2
村
政
懇
談
会
　
　
　
3
新
生
活
運
動
強
調
月
間
　
　
　
4
公
民
館
長
会
　
　
　
5
研
究
交
換
会
一
　
　
　
i
　
　
唱
　
　
　
　
I
　
　
1
　
1
　
1
　
　
．
　
　
1
　
－
　
1

一
－
成
人
祭
2
成
人
講
座
3
運
営
審
議
委
員
会
4
村
政
懇
談
会

1
成
人
祭

1
成
人
祭
2
郡
指
定
研
究
公
開

二
1
研
究
経
過
取
り
ま
と
め
2
村
政
懇
談
会
3
成
人
講
座

1
役
員
総
会
2
活
動
実
績
発
表
会
3
部
長
会
4
県
駅
伝
大
会

1
郡
婦
人
共
進
会
2
家
庭
菜
園
の
研
究

三

1
運
営
審
議
委
員
会
2
成
人
講
座
3
研
究
経
過
発
表

1
先
進
地
視
察
2
機
関
誌
発
行
3
　
　
　
τ
　
　
　
　
　
湖

1
県
共
進
会
2
役
員
改
選
3
研
修
旅
行
4
　
関
誌
行

篤
農
青
年
を
先
進
地

に
派
遣

　
本
村
の
将
来
を
背
負
う
青
年

の
指
導
の
一
環
と
し
て
一
昨
年

か
ら
先
進
地
長
野
県
に
派
遣
し

て
農
家
経
営
や
青
年
団
の
運

営
、
も
の
の
見
方
、
考
え
方
等

に
つ
い
て
実
地
に
研
修
さ
せ
て

い
る
が
、
本
年
も
六
名
の
青
年

を
六
月
三
十
日
よ
り
向
う
一
カ

月
間
派
遣
す
る
事
に
な
っ
た
。

　
選
ば
れ
た
青
年
は

懸盤羽八寺小
　　　重　野
表谷坂原迫田

菊富日伊橋橋
地山吉藤口口

哲泰広　克
夫光美国書晃

椎
葉
村
大
火
の
義
損
金

募
集
朕
況
に
つ
い
て

仲羽小福寺 　
先
に
行
い
ま
し
た
、
こ
の
義

損
金
の
募
集
は
村
民
の
皆
様
の

暖
い
愛
の
手
に
依
り
ま
し
て
左

別
表
の
と
お
り
、
た
く
さ
ん
の

募
金
が
出
来
ま
し
た
の
で
五
月

二
十
目
に
罹
災
現
地
を
訪
れ
て

お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
。

現
地
の
罹
災
さ
れ
た
方
は
勿
論

椎
葉
村
か
ら
も
皆
様
に
御
礼
の

言
葉
が
届
け
ら
れ
て
参
り
ま
し

た
。東

郷
村
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

も
深
く
編
網
を
表
し
紙
上
を
か

り
て
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

（
別
表
）

　
椎
葉
村
大
火
義
損
金
募
集

　
状
況
表

部
落
及
団
体
名
　
　
金
　
額

　
　
　
　
　
　
一
、

野

瀬坂田瀬迫

一
　
八
O
O
円

三
、
＝
一
五

五
、
八
八
五

一「

謗
ｵ
次
五

一、

ﾜ
二
〇

下越瀬坪八三鶴田

渡　　　重之之

国表平谷原内内野

東
郷
中
学
校

福
瀬
小
学
校

東
郷
小
学
校

役
場
職
員
会

東
郷
村
婦
人

遠
絡
協
議
会

合
計

「
、
0
0
0
円

二
、
四
九
五

一
ゆ
三
〇
〇

二
、
五
五
〇

二
、
五
六
一
二

　
　
二
五
〇

一
、
三
八
孟

一
、
一
〇
五

　
　
七
〇
七

一
、
二
五
二

一
、
○
③
O

鉛
筆

一一

A
O
O
O
ぺ
，

一
、
五
〇
〇
　
～

三
四
、
二
三
二

ψ

爵・　＿．冒、．ρ轍翻

．
劇

潔

　　　　赫嘱
　　恥ら
／骨　 ㌧覧

◇
つ
ゆ
と
い
え
ば
「
し
と
し

と
降
る
雨
」
　
「
じ
め
じ
め
と
，
・

た
大
気
」
　
「
だ
る
い
体
」
等
々
．
　
．
・

が
感
じ
ら
れ
、
「
五
月
雨
」
ρ

い
え
ば
「
花
し
ょ
う
ぶ
」
「
聖
蝉
沁

じ
さ
い
」
　
「
田
植
な
ど
が

さ
れ
る
。
今
年
の
「
梅
雨
」
轄
　
　
撫

陽
性
型
と
あ
っ
て
「
「
つ
ゆ
』
，
　
解

の
感
じ
も
「
五
・
，
雨
」
の
感
・

も
な
く
む
し
ろ
大
雨
の
心
配
惹
　
　
　
．

そ
起
り
勝
ち
で
あ
る
。
田
植
も
．

天
候
に
恵
ま
れ
て
順
調
に
終
「

た
よ
う
だ
。
　
「
五
風
十
雨
」
の

豊
穣
の
秋
を
希
う
心
で
一
ぱ
い

で
あ
る
。

◇
本
村
が
国
民
健
康
保
険
制

を
実
施
し
て
六
年
、
直
営
診
　
　
μ

所
を
開
設
し
て
五
年
を
経
た
。
．

こ
の
間
お
互
村
民
は
こ
の
願
う

の
事
業
の
た
め
健
康
保
持
の
上

に
病
気
治
療
の
面
に
ど
れ
だ
け

恩
恵
を
蒙
っ
て
い
る
か
は
か
軌
　
　
・

「
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
村

一
民
の
中
に
は
恩
恵
に
対
し
て
無

感
覚
の
者
も
あ
る
よ
う
だ
。
残

念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
「
国
保
」
に
せ
よ
「
直
診
」
κ

せ
よ
、
本
村
の
厚
生
事
業
の
最

た
る
も
の
で
あ
る
。
村
艮
の
責

任
に
於
て
こ
れ
が
正
し
い

に
務
め
て
「
健
康
の
村
」
東
郷

村
の
建
設
に
努
力
し
た
い
も
の

で
あ
る
。
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山
陰
部
長
派
出
所

◎
恐
る
べ
き
水
魔
か

　
ら
こ
ど
も
た
ち
を

　
守
り
ま
し
よ
う

過
去
三
力
年
間
の
宮
崎
県
下
の

水
禍
事
故
発
生
は
左
表
の
と
お

り
で
七
月
と
八
層
が
最
も
多
く

そ
の
大
半
は
子
供
達
と
な
っ
て

い
る
の
で
充
分
な
る
警
戒
を
要

し
ま
す
。
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ω　事故は何時頃多かったか（33年度）
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　’畠12時～17時＝46人

　　　17時～20時コ13人

◎
嚢
薬
事
故
を
な
く
ン

　
し
ま
し
よ
愚

農
薬
を
取
扱
う
時
季
と
な
り
、
ま

し
た
。
ζ
れ
が
使
用
取
「

は
責
任
を
も
つ
て
当
り
ま
し
よ

’
つ
。

過
去
五
力
年
間
の
宮
崎
県
下
の

農
薬
事
数
は
左
表
の
と
お
り
に

な
っ
て
お
り
ま
す
．
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昭
和
3
3
年
度

優
良
納
税
者
、

同
団
体
及
国
民

健
康
保
険
健
康

．
家
庭
表
彰
者

闇
、
優
艮
納
税
区
（
三
区
）

　
田
野
区
、
寺
迫
区
、
小
野
田

　
区

一一

A
優
良
納
税
組
合
（
2
0
組
合
）

　
山
ノ
ロ
、
寺
迫
、
庭
田
第
一

　
中
原
第
三
、
紅
唇
野
中
組
、

　
又
江
野
上
組
第
一
、
硯
野
、

　
野
々
崎
第
三
、
蕨
野
、
稲
葉

　
野
、
大
工
野
第
一
、
中
山
、

　
西
谷
、
迫
ノ
内
東
上
、
迫
ノ

　
内
東
下
、
八
重
原
鉱
、
東
石

　
原
、
中
水
流
下
、
柳
原
、
下

　
渡
川

三
、
優
艮
納
税
者
（
二
八
名
）

【
一
迫
】
黒
木
豊
、
橋
口
忠
孝

　
橋
口
盛
市

【
空
発
】
岩
本
正
行
、
松
葉
宮

　
治
、
川
越
岩
陰

【
小
ノ
田
】
福
良
学
、
木
島
キ

　
ウ
、
伊
藤
知
貞
、
鈴
木
キ
ク

　
エ
　
　
　
，

【
羽
坂
】
平
塚
宇
太
郎
、
戸
高

　
助
市
、
寺
原
恵

【
仲
瀬
】
中
谷
亀
太
郎
、
水
野

　
梅
夫
、
日
吉
栄
四
郎

【
田
野
】
小
山
勇
夫

【
鶴
ノ
内
】
森
本
ス
エ
ノ
、
曽

　
根
駒
吉
、
宮
田
満

【
迫
ノ
内
】
佐
藤
昇

【
八
重
原
】
甲
斐
卯
之
助

【
坪
谷
】
山
田
万
、
矢
野
正
雄

【
瀬
平
】
甲
斐
フ
ネ
ノ

【
越
表
】
汐
月
正
行
、
田
中
利

　
吉【

下
渡
川
】
山
床
安
治

四
、
優
艮
納
税
協
力
者
（
2
0
名
）

【
二
品
】
植
野
一
、
黒
木
今
朝

　
夫【

三
瀬
】
直
野
東
一

【
仲
深
】
中
谷
芳
雄

【
田
野
】
小
川
多
寿
郎
、
黒
田

　
耕
作
、
黒
木
覚

【
鶴
ノ
内
】
佐
藤
光
男
、
寺
原
．

　
治
三
郎
　
　
　
　
，

【
迫
ノ
内
】
前
田
米
作
、
黒
木

　
助
治
、
黒
木
均
、
黒
木
滉
、

　
前
田
明

【
田
野
】
田
原
隆
義

【
坪
谷
】
稲
佃
剛
、
岡
村
増
義

　
稲
田
英
男

【
越
表
】
海
野
米
乃

．
【
下
渡
川
】
仙
本
義
政

（
接
蛮
毒
者
氏
名
）

【
寺
迫
】
橋
口
忠
孝
、
黒
木
日

出
夫
、
植
野
多
三
郎
、
植
野

モ
ヨ
カ
、
橋
本
秋
行
、
黒
木

薯

、
（　　　　　　（根本目標）

◎心うるわしく楽しい家で豊かなくらしを◎

寺
迫
公
民
館
の
本
年
度
．
　
の
歩
み
』

（
実
践
目
標
）

　
　
（
人
格
尊
重
）

お
互
い
に
人
格
を
尊
重
す
る

　
　
（
う
る
わ
し
い
心
Y

、

　
　
（
環
境
の
改
善
）

環
境
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改
善
す
る
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衣
食
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い
家
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項
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m
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醗
継
鐵
騨
喘
黙
黙
施
父
親
の
理
解

三
三
灘
鍵
藤
轡
縄
㎝
耀
獺
至
上
歪
座
談
会
の
実
施

一
活
・
改
善
す
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卿
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請
碑
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爆
辮
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田
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の
実
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】
田
代
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、
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平
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代
治
、
長
池
タ
マ
、
森
西
ハ
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、
谷
ロ
サ
調
子

【
小
野
田
】
黒
木
イ
ワ
、
寺
原

東
、
寺
原
セ
ン
、
．
木
村
映
一

寺
原
ス
エ
、
那
須
磯
吉
、
中

岡
伊
三
郎

【
羽
坂
】
佐
藤
権
次
郎
、
佐
藤

初
次
郎
、
山
本
今
朝
市
、
橋

口
幸
一
、
拓
植
春
一

【
仲
深
】
若
杉
与
作
、
日
高
チ

カ
、
三
浦
道
行

【
田
野
】
谷
口
宗
太
郎
、
林
田

峯
治

【
鶴
ノ
内
】
那
須
強
、
池
口
秋

由
、
西
ロ
ツ
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、
池
北
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瀬
口
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、
寺
原
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、
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、
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